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令和４年度 第２回学校運営協議会評価報告書 

                           鳥取県立米子高等学校 

学校長 山口 明美 

評 価 日 令和５年２月１６日（木） 

評 価・提 言 学校の所見・改善策 

１ 重点目標の達成状況について 

(1)確かな学力の育成 

・新型コロナ対応や、1年次生の BYADもあり、ICT

の活用が進んだ。 

(2)豊かな人間性の育成 

・生徒会執行部が主体的に、学校行事等に取り組む

ことができた。 

(3)自己実現のための進路指導の充実 

・進学、就職に関わらず進路未決定者が少ないこと

は評価できる。 

(4)地域連携による学校づくり 

・出前キャリアガイダンスは、中学校長会でも話題

となっている。小学校でも、将来の進路に早いうち

から触れ合えることはとてもよい機会であるので継

続していただきたい。 

 

２ 目標達成のための取組結果について 

・挨拶、遅刻、制服等規範意識に欠けるところもみ

られる。 

 

３ 具体目標の達成状況について 

・大学進学者 34名（内国公立 3名）と目標を上回っ

た。医療系の進学が増えているのは現場としては喜

ばしい。 

・自己肯定感が高いと回答した生徒が 9割弱。 

 

・自転車ヘルメットの着用率は目標を大幅に下回っ

ている。 

 

４ 目標達成のために取り組んだ具体方策について 

・キャリアパスポートの課題を具体的に示してほし

い。 

 

５ その他 

・コロナ禍で時代が進化した中での学校運営を更に

期待したい。 

 

 

 

・ICT活用、観点別評価等引き続き研究

を継続する。 

 

・生徒の自主的な取り組みを推進し、活

性化を図っていく。 

 

・放課後、進路目標に向けた課外授業等

の実施で進路意識を高めて実現に結びつ

いた。キャリアパスポートの活用法には

課題が残る。 

・今年度から中学校に加え、小学校でも

実施した。生徒の意識も高まっている。

次年度以降も継続して取り組みたい。 

 

 

・制服の検討が必要な時期と考える。生

徒会が主体で新たな取り組みをしてい

る。 

 

・進学者が増えたことについては、生徒

がお互いに刺激しあえたことが結果に繋

がったとも思われる。 

・校内での情報共有、外部機関との連絡

を密に行い適切な対応ができた。 

・来年度より着用努力義務となることに

向けて改めて指導を徹底したい。 

 

 

・学期ごとに記入するところまでで終わ

っている。進路につながる活用法につい

て考えていきたい 

 

・時代とともに、学校を取り巻く環境も

変化している。あわせて対応していきた

い。 

 


